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交通事故の撲滅へ！ きれいな町へ
　　　　　１歩ずつ

　５月 27 日㈮、　朱鞠内湖湖水開き・雨竜ダム建
設殉職者及び水難事故者慰霊祭が、遺族や関係者約
40 名が出席のもと、殉職者慰霊塔前で行われ、ダ
ム工事や水難事故で犠牲になられた方々のご冥福を
お祈りいたしました。
　その後、シーズン中の無事故を祈願し、祈り玉串
を捧げました。

　６月５日㈰、　第 32 回ほろかない湖公園開きが
行われ、参加者約 200 名が大いに盛り上がりまし
た。開園式に先立ち、手打ちそば無料サービスがあ
り、その後、もちまきや焼肉パーティー、モーター
ボートの無料遊覧などのイベントが盛りだくさん
で、初夏の１日を満喫していたようでした。

　５月 24 日㈫、交通安全町民集会及び交通安全啓
発及び林野火災予防パレードが実施され、社会福祉
協議会に勤める猪谷恵様が、交通事故撲滅へ向けて
宣言をしました。６月も過ぎ、観光客も多くなる時
期を向かえ、今一度、地域住民の安全に対する心が
けと交通事故防止の意識を高めましょう。

　５月 18 日㈬、　町民合同清掃が行われました。
私たち、そして皆さんが住んでいる町を快適に、ゴ
ミの落ちていない町にしようと、小学生、中学生、
高校生、地域住民が一丸となり、雪解けにあわせて
出てきたゴミを拾い、町をきれいにしました。

朱鞠内湖湖水開き
ほろかない湖

公園開き

平成27年度の表彰が下記の２団体に決定されました。
　《ふるさと活性化部門》
　特定非営利活動法人　シュマリナイ湖ワールドセンター
《きたしん文化奨励賞》
　幌加内ビオトープ研究会

きたしん
「ふるさと振興基金」
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商工業振興奨励補助金制度で 100万円を贈呈 !!!

　５月21日㈯、第31回東京幌加内会（井口会長・
会員数167名）の総会・懇親会がアルカディヤ市ヶ
谷で開催されました。
　当日は、会員33名のほか幌立スキークラブ・世
田谷スキークラブから２名、町からは細川町長や
小川議長など総勢48名が出席しました。総会で井
口会長は「創立31年を迎えた。高齢化し会員数も
減ってきているが健康に留意し会を継続していきま
しょう。」と挨拶しました。
　続いて、細川町長は「会発足後、31周年目を迎
えおめでとうございます。これからも幌加内発展の
ためにご支援をお願いします。」と挨拶しました。
その後、平成27年度の活動・会計報告や平成28年
度の事業計画、役員選出があり、井口会長はじめ副
会長等の役員が再任され全議案は原案のとおり可決
されました。
　引き続き、川島事務局長の司会により行われた懇
親会では、小川議長のあいさつ、土地改良区清原理
事長の乾杯でスタートし、ビンゴゲームやふるさと
の思い出話などで終始歓声があがり、久しぶりの再
開に大いに盛り上がった1日となりました。

東京ほろかない会

　空知ガス株式会社　代表取締役社長　菅原様より、
幌加内町に25万円の寄付をいただきました。空知
ガス株式会社様は先月で創立40年という節目を迎
えられ、環境にやさしいクリーンエネルギーの安定
供給や地域に根ざし顧客から愛され、なくてはなら
ない企業を目指して
こられました。
　細川町長は「いた
だいた寄付金はより
良いまちづくりに使
わせていただきた
い」と話しました。

空知ガス株式会社
　25万円を町に寄付

自衛官募集相談員及び名誉相談員
の委嘱式が行われました

　幌加内町で平成26年度から実施している商工業振興奨励補助金制度の一つ「担い手経営支援事業」の第１号
として、町内「有限会社マルシメ川嶋商店」代表取締役　川嶋康義氏へ５月
25日細川町長から100万円の目録が贈呈されました。
　本事業は、過疎・高齢化による、町内商工業者の後継者不足を解消し、
町内の商工業者の持続的な経営を支援することを目的に町内で満45歳未
満の事業主が起業した場合や45歳未満の後継者へ経営継承を行ったのち
１年を経過した者に100万円を贈呈する事業です。
　目録の贈呈を受けた川嶋社長は、細川町長へ感謝の言葉と「若い経営者
の励みになる。これをきっかけに後継者のＵターンや起業者が増えてくれれば」と話していました。

　5月25日㈬
に委嘱式が行
われ、雨煙内
の中村雅義さ
ん、振興の椿
金 市さん、下

幌加内の徳重隆さん（当日欠席）の3名に、旭川地方協
力本部の阿部本部長と細川町長の連名で、募集相談
員の委嘱がされました。
　また、東栄の岡田寿夫さんへは、旭川地方協力本
部長より名誉相談員の委嘱がされました。
　「自衛官募集相談員」とは、自衛官志願者に対し、
自衛官の職務内容に関する情報提供や、志願者を自
衛隊旭川地方本部へ紹介していただくなど、地域と
自衛隊の架け橋として、自衛官等の募集事務にご協
力いただく方で、任期は２年間となっております。
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士別警察署かわら版
薬物乱用の防止
～薬物、ダメ。ゼッタイ。～

　６月は「国際麻薬乱用撲滅デー」です。
　北海道警察では関係機関とともに覚醒剤や
危険ドラッグを「売らない、買わない、所持しな
い」ことを呼び掛けています。地域の力で薬物乱用のない街づ
くりを推進しましょう。

○Stop特殊詐欺！！○
　架空請求詐欺などの特殊詐欺の被害が発生しています。怪し
いと感じたらすぐに警察署、最寄りの交番・駐在所又は警察相
談電話 ＃９１1０に相談しましょう。

士別警察署　㈹0165－23－0110

ご存知ですか？
児童手当等の各種手当

　以下の要件に該当され、申請されていない
方は、問い合わせ願います。また、現在受給さ
れている方で転出入がある場合にも問い合わ
せ願います。
　
◆児童手当
児童手当は、中学校卒業までの児童を養育
している方に支給される手当です。
◆児童扶養手当
父母の離婚などで、父または母と生計を同
じくしていない児童（18歳に達する日以後
の最初の３月31日までの間にある児童等）
を養育している人に支給される手当です。
◆特別児童扶養手当
身体や精神に中度以上の障害を有する児童
（20歳未満）の父若しくは母、または父母
にかわって児童を養育している人に対し支
給されている手当です。
◆障害児福祉手当
20歳未満で、重度の障害状態にあるため、
日常生活において常時介護を必要とする障
害児本人に支給される手当です。
◆特別障害者手当
20歳以上で、著しく重度の障害状態にある
ため、日常生活において常時特別の介護を
必要とする障害者本人に支給される手当で
す。
◆問い合わせ
幌加内町保健福祉課しあわせ福祉係
TEL　0165-35-3090

住民税第１期の納期限は
6月30日（木）です。

　「納税通知書」がお手元にある方で、
口座振替をご利用でない方は、納税通
知書をお持ちの上、納期限までに、納
付をお願いします。
　また、口座振替をご利用の方は、口
座残高の確認をお願いいたします。

 － － － － － 納付場所 － － － － － 
北空知信用金庫本支店、きたそらち農
業協同組合幌加内支所、役場出納窓
口、役場朱鞠内支所
 － － － － お問い合わせ － － － － 
役場総務課税務係
　ＴＥＬ 0165-35-2121（内115）

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金
（第十回特別弔慰金）

１．特別弔慰金の趣旨
　今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の
尊い犠牲に思いをいたし、国として改めて弔慰の意を表す
るため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を
支給します。 
２．支給対象者
　「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺
族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の
妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位の
ご遺族お一人に支給。 
　戦没者等の死亡当時のご遺族で 
１．平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援
護法による弔慰金の受給権を取得した方 

２．戦没者等の子 
３．戦没者等の（１）父母（２）孫（３）祖父母（４）兄弟
姉妹

　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有しているこ
と等の要件を満たしているかどうかにより、順番が
入れ替わります。

４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族
（甥、姪等）

　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計
関係を有していた方に限ります。 

３．支給内容
　額面25万円、５年償還の記名国債 
４．請求期間
　平成30年４月２日まで（請求期間を過ぎると第十回特
別弔慰金を受けることができなくなります） 
５．請求窓口
　幌加内町保健福祉課しあわせ福祉係
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無料法律相談会の開催について
～弁護士が無料で相談をお受けします～

　旭川弁護士会所属 川上総合法律事務所の弁護士による「無料法律相談」が次のとおり実施されます。
　弁護士と顔を合わせて、問題やトラブルなど日頃抱えている悩みを無料で相談できる有用な機会
ですので是非ご利用ください。
　なお、ご相談を希望される方は、事前にお申し込みください。

【日　時】　平成 28 年 7 月 26 日（火）　13 時～ 16 時
【会　場】　中央公民館 2 階　「第 1 研修室」
【申込先】　幌加内町役場総務課庶務係　（電話）0165-35-2121
　　　　　又は　川上総合法律事務所　（電話）0166-73-3490

　幌加内町身体障害者福祉協会では、会員の募
集を行っております。
　当協会では、町外への日帰り研修・視察研修・
勉強会など、会員相互の親睦・交流・仲間づく
りに力をいれて活動しています。
　毎年の福祉のつどい・福祉スポーツ大会は勿
論、今年は、当町開催の上川管内スポーツ大会
が予定されております。
　入会条件は、幌加内町在住の方で身体障害者

手帳をお持ちの方です。（同時に賛助会員の募
集も行っております。）
　入会をご希望の方・詳しいことをお知りにな
りたい方はお気軽にお問合せください。

幌加内町社会福祉協議会協内
幌加内町身体障害者福祉協会
　電　　話　0165-36-2510
　ＩＰ電話　15-0220

幌加内町身体障害者福祉協会では
新規会員を募集しています
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旭川市での人間ドック受診について
　現在、幌加内町から町民の皆様が受診する際に、人間ドック料金を、幌加内町民向けに通
常料金より安価で受診出来る医療機関が、２箇所あります。また35歳以上の方（幌加内町国
民健康保険の被保険者でない）に対して、20,000円を上限に助成します。

参議院議員通常選挙のお知らせ
第24回参議院議員通常選挙が次のとおり施行されます。
皆さんの一票が未来をつくる大切な選挙です。棄権せずに投票しましょう。

○公示日　6月22日（水）
◎投票日　7月10日（日）

【投票時間：午前７時～午後６時】
●北海道選挙区選挙

・北海道で一つの選挙区です。
・候補者の氏名を一人お書きください。

●比例代表選挙
・全国で一つの選挙区です。
・候補者の氏名を一人または、政党名を一
つお書きください。

■幌加内町で投票できる方　※18・19歳の皆さんも有権者になります。
・平成28年７月10日現在で18歳以上の方（平成10年７月11日以前に生まれた方）で、
平成28年６月21日現在で引き続き３ヶ月以上住民基本台帳に登録されている方。

【お問い合わせ：幌加内町選挙管理委員会（TEL35-2121）】

参議院議員通常選挙のお知らせ

医療機関名
１  旭川市「吉田病院」
住　　所／旭川市４条西４丁目
電　　話／0166-23-0685
通常料金／41,040円　
幌加内町民料金／36,720円（税込み）
月曜日から土曜日まで受診できます。
お申込みは、個人でお願いします。
◆その他に1０月31日までの間であれ
ば、申込みの際に、送迎希望をすれ
ば、一人から送迎をしてくれます。
◆出発は、７時30分（役場前を予定）14
時ないし15時に幌加内まで送ってくれ
ます。
◆また、ＣＡ１２５-卵巣がん又はＣＡ19-9
すい臓がんの腫瘍マーカー検査が選べ
ます。（無料）

 ２  旭川市「旭川厚生病院」
住　　所／旭川市１条通24丁目111番地3
電　　話／0166-33-717
通常料金／43,200円
幌加内町民料金／37,800円（税込み）
月曜日から土曜日まで受診できます。
お申込みは、個人でお願いします。

＊不明な点のお問い合わせは、保健福祉課　電話 0165-35-3090までお願いします。
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廃屋等撤去促進事業補助金の
申請について

　町では、本町の景観に支障を与え、又は支障を与える恐れのある建物を撤去すること
により、美しい景観の形成と生活環境の整備を図ることを目的に廃屋等の解体及び撤去
に係る経費に補助金を交付しています。
　現在、幌加内町内に対象廃屋等を所有されている方で、建物の解体撤去を希望される
場合は、本補助制度が活用できますので、申請受付期間内に申請下さいますようお知ら
せします。

【廃屋等とは】
●減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和 40 年大蔵省令第 15 号）の別表１

で定められた耐用年数を５年以上経過し、６ヶ月以上その用途に供していない建物
で、現に本町の景観に支障を与え、又は与える恐れのある建物をいいます。

【補助対象】
●補助金の交付対象は、廃屋等の解体及び撤去に要する経費で以下の要件を満たすも

のです。
（１）個人の所有物であり、借地の場合は土地所有者の同意を得ていること。
（２）町内事業者による解体であること。
（３）事業完了後跡地の適切な管理がなされること。
（４）土地所有者が町外に住所を有するものである場合は、上記（３）に加え町内
　　　に居住している土地管理人を指定すること。

（５）公的補償費の対象物件でないこと。
（６）町税及び使用料等を滞納していないこと。

【補助金の額】
●廃屋等を適正に解体撤去するために必要な経費の３分の２とし、50 万円を上限と

します。
※補助金の交付は、同一所有者１回限りの交付とします。

【申請受付期間】
　●平成２８年６月６日（月）～６月３０日（木）まで

【申請及びお問い合わせ】
　●幌加内町役場住民課環境衛生係　TEL0165-35-2124
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年金とマイナンバーについて

　住民票は、当分の間、マイナンバーの記載がないものを提出してください。
　日本年金機構では、当分の間、マイナンバーが記載された書類の受付ができません。そのため、
年金請求手続き等で提出いただく住民票は、マイナンバーが記載されていないものを提出いただ
きますようお願いいたします。

◎日本年金機構に提出する住民票について

　平成 27 年９月に 「個人情報の保護に関する法律及び行政手続における
特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する
法律」が公布され、日本年金機構においては、マイナンバーの利用が延期
となっています。

◎日本年金機構におけるマイナンバーの
　利用延期について

マイナンバー総合フリーダイヤル

０１２０－９５－０１７８（無料）
平日　9:30～20:00　土日祝　9:30～17:30
（年末年始12月29日～１月３日を除く）

　平成 27 年 10 月より、厚生年金と共済年金の一元化が図られ、共済組合等の加入期間がある
方も、年金事務所での年金の請求が可能となりましたが、日本年金機構ではマイナンバーが記載
された書類の受付ができませんので、マイナンバーを記載した共済組合等の扶養親族等申告書を
提出される方については、年金の請求及び共済組合等の扶養親族等申告書の提出は共済組合等へ
行ってください。

◎年金請求時における共済組合等の扶養親族等申告書の　
　提出について

　個人番号カード（顔写真の付いているもの）は、年金相談時等における本人確認書類として利
用することができます

◎個人番号カードの利用について

　「通知カード」「個人番号カード」に関することや、マイナンバー制度についてのお問い合わせ
は、下記マイナンバー総合フリーダイヤル（0120-95-0178）へお願いいたします。

◎マイナンバーに関するお問い合わせ先
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●乳幼児・児童に関する行事
乳幼児健康診査 ６日（水） 保健福祉総合センター 受付 12：30～
子育て教室 27日（水） 保健福祉総合センター 10：00～11：30

乳幼児予防接種

５日（火）

町立幌加内診療所 15：00～16：3012日（火）
19日（火）
26日（火）

●成人・老人に関する行事

特定健康診査
　・30代健康診査

13日（水） 朱鞠内コミュニティセンター ９：00～10：00
添牛内コミュニティセンター 13：00～13：30

14日（木） 政和 コミュニティセンター ９：00～10：00
沼牛研修センター 13：00～14：00

20日（水） 保健福祉総合センター ９：00～11：00
21日（木） 13：00～15：00

結核・肺がん検診 28日（木） 場所・時間については、検診案内をご覧ください29日（金）

老人健康相談

11日（月） 幌加内老人クラブ 10：00～11：00
12日（火） 政和老人クラブ 10：00～11：00
15日（金） 添牛内老人クラブ 10：00～11：00
27日（水） 朱鞠内老人クラブ 10：00～11：00

健　康
コラム
2016 熱中症予防と対策

　６月に入り気温の高くなる日が多くなってきました。暑くなるとと
もに徐々に熱中症にかかる方も増えてきます。熱中症は予防できます
ので、しっかりと対策して夏を乗りきりましょう。

７

第199回
「アルコ－ルで水分補給はやめましょう」

○母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで行っておりま
す。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。また、来所の前に
アルクへご連絡いただけると交付がスムーズです。

○肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40 歳以上の方で過去に検診
を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前にアルク保健師
までご連絡ください。

・天気や気温を知る
・日差しをさえぎり、風通しを良く

する
・衣類の工夫
　（帽子や日傘、通気性の良い服装）
・扇風機やエアコンを上手く使う

①温度に気を配る

②飲み物を持ち歩く

　熱中症は、屋内、屋外問わず起こり得るものです。突然の猛暑、湿
度が高い、風の弱い日、そして密閉された場所や直射日光の当たる屋
外での長時間の作業は、大変危険です。特に高齢者や乳幼児は注意が
必要ですので、周りの家族や友人の気づかいがとても大切です。
　具合が悪くなった時には、涼しい場所で休息をとり、水分補給をし
て無理をしないことが大切です。症状が改善されない方は、我慢せず
に早めに病院へ受診し処置を受けましょう。

・こまめな水分補給
・のどが渇く前に飲む
・塩分も一緒に補給

③休息をとる
・涼しい場所で休息
・ぐっすりと眠れる環境

づくり

④体調管理をきちんと
・朝食を抜かない　　・夏風邪や二日酔いのときも注意する

■具体的な取り組み■
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◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

６月

21日㊋ おはなしぴよぴよ 子育て支援センター 11:00～

25日㊏
おはなしにこにこ 図書室 11:00～
子ども芸術劇場　人形劇「おだんごぱん」町民研修センター大講堂 14:00～

28日㊋ 花いっぱい運動「花の苗配布」
※事前申込み団体のみ 幌加内高校

８:30～
29日㊌ ８:30～

７月

1日㊎ 生涯学習講座「英会話教室」 アトリエ 初級18：00～　中級19：10～
４日㊊ 生涯学習講座「英会話教室」 アトリエ 初級18：00～　中級19：10～
５日㊋ 生涯学習講座「英会話教室」 アトリエ 初級18：00～　中級19：10～

６日㊌ 町民映画鑑賞会「家族はつらいよ」 ホール
１回目　10:30～
２回目　18:30～

７日㊍
生涯学習講座「英会話教室」 アトリエ 初級18：00～　中級19：10～

チビッ子英語クラブ アトリエ
1年生　15:15～
2、3年生　16:00～

８日㊎ チビッ子英語クラブ アトリエ 4～6年生　15:40～
９日㊏ 移動芸術鑑賞会「えべつやきもの市」 江別市 ８:30～
12日㊋ おはなしぽかぽか みゆき保育所 10:00～
19日㊋ おはなしぴよぴよ 子育て支援センター 11:00～
22日㊎ 文化連盟芸術鑑賞会「昭和ノスタルジアコンサート」ホール 18:30～
23日㊏ おはなしにこにこ 図書室 11:00～
24日㊐ わくわく体験教室「まか不思議　かがく実験教室」 アトリエ ９:30～

■文化連盟芸術鑑賞会（出演 北海道歌旅座）

　「昭和ノスタルジアコンサート」
　昭和の流行歌を歌いましょう、踊りましょう。
　ほんのひととき、懐かしきあの日々へ…。 
【日　時】平成28年７月22日㈮

開場 18:00　開演 18:30
【会　場】幌加内町生涯学習センター

「ふれあいホール」
【入場料】大人 1,000円

小・中・高生500円
【チケット取扱い】あえる窓口、役場出納窓口、役場朱鞠内支所
【問合せ】教育委員会社会教育係（☎35-2177）

■町民映画鑑賞会
【日　　時】平成28年7月６日㈬

　１回目：開場10:00　上映10:30～
　２回目：開場18:00　上映18:30～

【会　　場】幌加内町生涯学習センター「ふれあいホール」
【入 場 料】大人500円 ・高校生以下無料
【チケット取扱い】あえる窓口、役場出納窓口、役場朱鞠内支所
【上映作品】『家族はつらいよ』（上映時間108分）
　東京の郊外に住む平田家の主・周造（橋爪  功）が誕生
日を迎える妻・富子（吉行和子）に欲しいものを聞いてみ
ると…答えはまさかの「離婚届」！
　山田洋次監督が贈る、笑いと共感を呼ぶ喜劇映画。

■生涯学習講座
　　　　「英会話教室」

【日　時】平成28年7月1日㈮、4日㈪、5日㈫、7日㈭
　初級 18:00 ～ 19:00
　中級 19:10 ～ 20:10

【会　場】幌加内町生涯学習センター「アトリエ」
【対　象】町内成人 (各クラス10名程度 )

※各クラス3名に満たない時は中止とします
【講　師】ジョナサン・ジェンキンス先生

　　　　　　(町英語指導助手 )
【申込み】6月 29日㈬までに教育委員会社会教育係

　（☎35-2177）へご連絡ください。
【参加料】 無料

◇今月のあたらしい本
・屋上の道化たち　 島田荘司／著（講談社）
・マル暴総監　　　 今野　敏／著（実業之日本社）
・罪の終わり　　　 東山彰良／著（新潮社）
・アポリア　　　　 いとうみく／著（童心社）
・ジャッカ・ドフニ
　　　　津島佑子／著（集英社）
　アイヌの母と日本人の間に生
まれ、幼くして孤児となったチ
カップ。
　17世紀を舞台に、キリシタ
ン一行と共に海を渡った女性の
一生を描く。
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<

一
般
管
理
費>

春
名
議
員　
臨
時
職
員
賃
金
が
日
額

か
ら
月
額
と
な
っ
た
こ
と
で
、
ど
の

よ
う
な
改
善
が
図
ら
れ
た
の
か
。

総
務
課
長　
今
ま
で
日
額
に
つ
い
は

３
年
未
満
、５
年
未
満
、８
年
未
満
、

８
年
以
上
の
４
つ
の
区
分
で
対
応
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
５
年
超
え
た
者

に
つ
い
て
日
額
か
ら
月
額
へ
若
干
単

価
を
上
げ
給
料
表
を
改
正
し
た
。

<

企
画
費>

市
村
委
員　
将
来
的
に
、
ほ
ろ
み
ん

号
を
有
償
運
行
に
よ
る
地
域
公
共
交

通
と
す
る
た
め
、
公
共
交
通
会
議
の

開
催
を
Ｊ
Ｒ
バ
ス
へ
依
頼
し
た
が
、

現
時
点
で
も
開
催
に
は
至
っ
て
い
な

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
進

展
は
。

地
域
振
興
室
長　
Ｊ
Ｒ
バ
ス
は
地
域

の
大
切
な
足
で
あ
る
。
ほ
ろ
み
ん
号

の
運
行
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
バ
ス
利
用
の
影

響
も
あ
る
と
考
え
る
。と
り
あ
え
ず
、

互
い
の
意
見
を
交
換
す
る
機
会
を
設

け
、
良
い
方
向
に
進
め
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

町
長　
し
っ
か
り
と
住
民
の
足
が
確

保
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

中
川
議
員　
ほ
ろ
み
ん
号
の
予
算
は

９
月
ま
で
の
試
験
運
行
分
と
し
て
捉

え
て
よ
い
か
。

地
域
振
興
室
長　
平
成
28
年
度
に
つ

い
て
は
、
今
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
１
年
間
の
予
算
。　

中
村
議
員　
そ
ば
大
使
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
予
算
が
つ
い
て
い
る

が
、
ど
の
程
度
の
事
業
を
考
え
て
い

る
の
か
。

地
域
振
興
室
長　
そ
ば
大
使
に
つ
い

て
は
上
杉
周
大
氏
に
委
嘱
し
首
都
圏

先
で
の
Ｐ
Ｒ
物
産
や
上
杉
周
大
氏
の

そ
ば
畑
な
ど
を
整
備
す
る
考
え
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
中
谷
信
一

氏
に
委
嘱
し
、
そ
ば
を
中
心
と
し
た

地
域
振
興
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

く
考
え
で
あ
る
。

<

地
域
振
興
費>

中
村
議
員　

自
治
区
活
動
交
付
金

は
、
こ
こ
数
年
同
額
で
交
付
さ
れ
て

い
る
。
分
館
を
所
有
す
る
自
治
区
が

大
半
で
改
修
が
必
要
な
分
館
も
あ
る

と
聞
く
。
戸
数
も
減
り
自
治
区
の
財

政
も
厳
し
い
中
、
町
と
し
て
今
後
、

自
治
区
活
動
交
付
金
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

総
務
課
長　
自
治
区
活
動
に
対
す
る

新
た
な
補
助
金
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

中
村
議
員　
活
動
分
の
補
助
で
具
体

的
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

副
町
長　
自
治
区
の
自
主
的
な
活
動

に
補
助
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る

が
、
他
の
補
助
金
と
重
複
す
る
部
分

が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
て

か
ら
と
な
る
の
で
現
在
、
具
体
的
な

も
の
は
な
い
。　

春
名
議
員　
下
宿
の
助
成
も
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
助
成
内

容
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
路
線
バ
ス

定
期
購
入
助
成
と
の
助
成
率
な
ど
整

合
性
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

副
町
長　
下
宿
助
成
は
、
月
額
１
万

円
で
年
12
万
円
の
助
成
。
路
線
バ
ス

定
期
購
入
は
購
入
費
の
20
％
助
成
と

し
て
い
る
。

総

務

費

一
般
会
計

　歳
出

　
同
委
員
会
は
、
３
月
16
・
17
日
の
２
日
間
、
細
川
町
長
の
施
政
方
針
と
し
て
本
年
度
か
ら
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
と
な
る
第
７
次
総
合
振
興
計
画
の
基
本
理
念
「
人
に
自
然
に
や
さ
し
い
故
郷
づ
く
り
」
、
将

来
像
「
夢
と
誇
り
を
持
っ
て
生
き
い
き
と
暮
ら
す
ま
ち
」
と
掲
げ
、
町
民
が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
べ
く
編
成
さ
れ
た
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
　予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
報
告
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<
保
健
衛
生
費>

中
川
議
員　
妊
婦
健
診
事
業
助
成
金

が
１
千
円
の
科
目
存
置
に
な
っ
て
い

る
が
理
由
は
。

保
健
福
祉
課
長　
町
外
へ
里
帰
り
を

し
、
出
産
し
て
妊
婦
健
診
を
受
け
る

時
の
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
た
め
１
千

円
の
科
目
存
置
と
し
て
計
上
し
て
い

る
。

中
川
議
員　
そ
の
事
業
の
適
用
を
受

け
る
方
が
出
て
き
た
時
点
で
補
正
し

て
、
事
業
は
実
施
す
る
と
い
う
理
解

で
良
い
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
対
象
者
が
出
て
き

た
場
合
に
補
正
対
応
す
る
。

<

診
療
所
費>

中
村
議
員　

管
理
業
務
委
託
料
で

１
，
４
０
０
万
円
見
て
い
る
が
、
こ

れ
は
ど
の
施
設
に
係
る
分
か
。

保
健
福
祉
課
長　
管
理
業
務
委
託
料

は
歯
科
診
療
所
の
委
託
料
分
。

中
川
議
員　

工
事
請
負
費
の
１
億

６
，
４
０
０
万
円
に
つ
い
て
過
年
度

分
の
本
体
工
事
、
外
構
工
事
も
含
め

た
内
容
に
つ
い
て
。

保
健
福
祉
課
長　
平
成
27
年
度
分
の

工
事
に
関
し
て
５
月
補
正
の
肉
づ
け

予
算
で
建
築
工
事
１
億
３
，
０
０
３

万
円
、
電
気
設
備
工
事
で
５
，
１
３

９
万
円
、
機
械
設
備
４
，
３
８
０
万

円
、
昇
降
機
は
平
成
27
年
分
で
２
０

２
万
円
、
外
構
工
事
は
２
，
３
３
９

万
円
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
備
品

等
購
入
費
を
含
め
て
１
，
５
０
３
万

円
で
補
正
計
上
し
て
い
る
。
総
事
業

費
の
予
算
と
し
て
４
億
３
，
０
０
６

万
円
で
考
え
て
い
る
。

中
川
議
員　
看
護
師
の
賃
金
に
つ
い

て
パ
ー
ト
も
含
め
て
５
名
分
と
聞
い

て
い
る
が
看
護
師
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
業
務
を
担
う
の
か
。

病
院
事
務
長　
正
職
員
２
名
の
看
護

師
の
ほ
か
に
、
１
名
臨
時
の
常
勤
看

護
師
の
確
保
。
そ
の
ほ
か
北
部
診
療

に
係
る
看
護
師
２
名
を
確
保
。ま
た
、

業
務
委
託
を
す
る
検
診
等
に
同
行
す

る
看
護
師
１
名
も
確
保
し
て
合
わ
せ

て
５
名
を
確
保
し
て
い
る
。

中
川
議
員　
２
名
分
に
つ
い
て
は
常

勤
体
制
で
、
正
職
で
雇
っ
て
い
る
２

名
と
は
別
に
、
や
や
フ
ル
タ
イ
ム
に

近
い
形
で
臨
時
と
し
て
雇
用
す
る
と

い
う
こ
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

病
院
事
務
長　
フ
ル
タ
イ
ム
と
考
え

て
い
る
職
員
は
、
現
在
１
名
と
考
え

て
い
る
。
他
４
名
に
つ
い
て
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
考
え
て
い
る
。

中
川
議
員　
当
初
か
ら
２
名
だ
け
の

看
護
師
体
制
で
無
理
が
あ
り
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
体
制
を
と
る
と
い

う
の
は
理
解
に
苦
し
む
。
臨
時
の
枠

を
減
ら
す
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
今
現
在
の
外
来
機
能
は
そ
の

ま
ま
保
持
を
す
る
こ
と
で
、
臨
時
に

つ
い
て
は
正
職
の
補
完
、
そ
れ
と
検

診
の
部
分
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
た

め
に
計
上
し
た
。

　
正
職
と
の
格
差
の
問
題
は
こ
こ
に

は
存
在
は
し
て
い
な
い
と
理
解
し
て

い
る
。

中
川
議
員　
看
護
師
の
業
務
は
最
初

か
ら
ず
っ
と
続
く
わ
け
で
あ
り
な
が

ら
、
最
初
か
ら
そ
れ
を
臨
時
枠
で
と

る
の
は
ど
う
な
の
か
。

町
長　
病
院
の
再
編
、
そ
し
て
今
回

非
常
に
重
た
い
決
断
と
い
う
こ
と
で

職
員
の
分
限
免
職
、
こ
う
い
っ
た
も

の
が
絡
ん
で
き
て
い
る
。

　
通
年
雇
用
は
す
る
が
、
正
職
と
し

て
当
初
再
編
の
中
で
あ
ら
か
じ
め
見

て
い
な
か
っ
た
た
め
臨
時
と
し
て
通

年
で
入
る
こ
と
で
昨
年
来
か
ら
進
め

て
い
た
経
緯
で
あ
る
。

春
名
議
員　
町
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
の
組
織
運
営
、
あ
る
い
は
仕
事

の
内
容
に
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
シ
ス
テ

ム
や
ス
タ
ッ
フ
、
あ
る
い
は
そ
の
た

め
の
賃
金
体
系
な
ど
の
整
備
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
看

護
職
ば
か
り
で
な
く
介
護
職
で
も
出

し
て
お
り
町
全
体
の
人
材
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
随
時
検
討
し
て
い
き
た

い
。

小
関
議
員　
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
を
業
務
委

託
で
考
え
て
い
る
の
か
。

病
院
事
務
長　
町
民
限
定
の
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
交
換
手
が

専
門
職
、
看
護
師
、
保
健
師
。
状
況

に
よ
っ
て
は
医
師
が
対
応
、
そ
の
電

話
を
受
け
る
業
務
を
健
康
ダ
イ
ヤ
ル

24
時
で
業
務
委
託
を
す
る
も
の
で
あ

る
。

衛

生

費
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<

地
力
維
持
増
進
施
設
運
営
費>

中
村
議
員　
出
荷
可
能
な
バ
ー
ク
が

何
年
分
あ
る
の
か
。

産
業
課
長　
平
成
28
年
度
の
出
荷
分

と
し
て
約
３
０
０
ｔ
の
在
庫
が
あ

り
、
平
成
27
年
度
に
約
６
０
０
ｔ
仕

込
ん
で
い
る
。
合
わ
せ
て
約
７
０
０

ｔ
の
在
庫
を
保
有
。
年
平
均
３
０
０

ｔ
の
出
荷
実
績
で
推
移
し
て
き
て
お

り
、
現
状
で
２
年
分
は
確
保
さ
れ
て

い
る
。

中
村
議
員　

今
年
の
バ
ー
ク
出
荷

は
、
昨
年
度
仕
込
ん
だ
バ
ー
ク
を
今

年
度
出
す
こ
と
で
よ
い
の
か
。

産
業
課
長　
平
成
28
年
度
の
出
荷
分

は
平
成
26
年
度
に
仕
込
ん
だ
も
の
。

<

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
費>

中
川
議
員　
今
年
の
技
術
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
ス
タ
ッ
フ
）
の
体
制
は
。

産
業
課
長　
現
在
次
長
を
含
め
通
年

雇
用
と
し
て
約
５
人
の
臨
時
職
員
が

お
り
、
そ
の
他
、
繁
忙
期
に
２
名
追

加
し
、
合
計
７
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
し
て
い
る
。

中
川
議
員　
技
術
セ
ン
タ
ー
の
試
験

結
果
報
告
な
ど
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

が
、
成
果
の
蓄
積
や
研
究
の
継
続
性

な
ど
、
疑
問
に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。

　
技
術
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
だ
け
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
て
、
産
業
課
が

主
体
に
な
っ
て
、
力
を
入
れ
て
い
っ

た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

産
業
課
長　
試
験
研
究
の
内
容
や
次

年
度
計
画
な
ど
、
産
業
課
も
入
っ
て

い
る
が
、
技
術
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内

容
が
分
か
ら
な
い
と
の
声
を
聞
く
。

　

今
後
は
住
民
の
方
に
わ
か
る
よ

う
、
技
術
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
を

周
知
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

中
川
議
員　
臨
時
だ
け
で
や
っ
て
い

る
こ
と
自
体
が
、
非
常
に
無
理
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
最
低
で
も
何
人

か
は
正
職
員
を
配
置
し
成
果
や
事
業

の
継
続
性
が
保
た
れ
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
考
え
て
は
。

町
長　
組
織
自
体
は
産
業
課
と
一
緒

に
な
っ
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
長
が
産

業
課
長
、
次
長
に
普
及
セ
ン
タ
ー
の

Ｏ
Ｂ
で
産
業
課
の
係
長
も
そ
の
構
成

員
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

　
役
場
と
い
う
身
の
丈
を
考
え
た
と

き
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
、
内
容
等
で
運

営
を
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

<

商
工
観
光
費>

中
川
議
員　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

つ
い
て
昨
年
は
３
割
で
あ
っ
た
が
次

期
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
い
く
ら
か
。

産
業
課
長　

例
年
ベ
ー
ス
に
戻
り
、

20
％
で
考
え
て
い
る
。

<

観
光
費>

稲
見
議
員　
百
年
記
念
公
園
の
管
理

委
託
料
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
の
か
。

産
業
課
長　
芝
生
の
管
理
業
務
と
し

て
、
肥
料
、
散
布
機
械
、
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
を
委
託
料
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。

中
村
議
員　
ほ
ろ
か
な
い
振
興
公
社

に
つ
い
て
、
赤
字
を
補
填
し
て
い
く

な
ど
、
今
後
の
公
社
へ
の
経
費
負
担

の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
。

産
業
課
長　
保
養
セ
ン
タ
ー
の
温
泉

浴
場
部
分
に
係
る
管
理
運
営
費
の
部

分
を
支
出
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
の
決
算
ベ
ー
ス
で
３
，

６
２
７
万
７
，
０
０
０
円
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
中
に
は
道
の
駅
に
係
る

経
費
約
４
０
０
万
円
、清
掃
、管
理
、

除
雪
の
経
費
、
こ
れ
ら
を
含
め
、
こ

の
金
額
で
道
の
駅
、
さ
わ
や
か
ト
イ

レ
、
温
泉
部
分
に
つ
い
て
の
管
理
を

お
願
い
し
て
い
る
。

中
村
議
員　
周
辺
を
含
め
保
養
セ
ン

タ
ー
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

と
の
苦
情
が
聞
か
れ
る
が
対
策
は
ど

う
な
の
か
。　

産
業
課
長　
振
興
公
社
へ
景
観
等
の

整
備
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
き
て
い

る
。

<

道
路
橋
梁
維
持
費>

中
川
議
員　
道
路
維
持
除
雪
運
転
手

賃
金
と
し
て
２
，
４
０
０
万
円
の
計

上
が
あ
る
が
、
こ
の
内
、
通
年
雇
用

と
さ
れ
る
臨
時
職
員
は
何
名
な
の

か
。

建
設
課
長　
通
年
雇
用
臨
時
職
員
は

２
名
。
参
考
と
し
て
冬
季
間
の
除
雪

運
転
手
12
名
。
繁
忙
期
の
日
額
雇
用

を
数
名
で
き
る
積
算
と
な
っ
て
い

る
。

春
名
議
員　
冬
季
間
の
除
雪
運
転
手

の
月
額
賃
金
は
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
に

な
る
か
。

建
設
課
長　
建
設
機
械
の
運
転
手
に

つ
い
て
、
Ａ
ラ
ン
ク
（
大
型
及
び
大

型
免
許
保
有
者
）
で
月
額
23
万
６
，

１
０
０
円
。
Ｂ
ラ
ン
ク
は
月
額
21
万

１
，
２
０
０
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
が
月
額

19
万
５
，
１
０
０
円
、
Ｄ
ラ
ン
ク
が

月
額
18
万
６
，８
０
０
円
。
時
間
外
、

早
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
プ
ラ
ス
さ

れ
る
。

　
時
間
外
も
今
年
の
１
月
、２
月
は
、

ほ
と
ん
ど
の
運
転
手
が
毎
日
の
よ
う

に
出
勤
し
て
お
り
、
約
20
万
近
い
金

額
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い
る
。

中
村
議
員　
町
道
除
雪
委
託
事
業
に

つ
い
て
、
昨
年
度
か
ら
約
３
０
０
万

建

設

費

農
林
水
産
業
費
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円
が
上
が
っ
た
要
因
も
含
め
て
、
利

用
度
が
低
い
町
道
の
除
雪
を
今
後
ど

う
す
る
の
か
。

建
設
課
長　
委
託
に
つ
い
て
は
、
基

礎
集
落
圏
の
分
で
約
６
０
１
万
５
，

０
０
０
円
、
業
者
の
部
分
で
８
，
５

７
６
万
２
，
８
０
０
円
の
予
算
計
上

と
し
て
い
る
。
労
務
単
価
も
上
が
っ

て
い
る
の
で
多
少
上
が
っ
て
い
る
。

　
除
雪
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
雪

上
車
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
の

で
廃
止
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。
こ

の
た
め
関
係
者
に
は
今
ま
で
の
圧
雪

に
つ
い
て
の
相
談
を
し
て
い
る
最
中

で
あ
る
。
今
後
は
住
ん
で
い
な
い
と

こ
ろ
な
ど
自
治
区
長
な
ど
と
協
議
し

な
が
ら
徐
々
に
減
ら
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

中
川
議
員　

今
年
の
労
務
単
価
が

７
％
ほ
ど
上
が
る
た
め
、
補
正
で
計

上
し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に

伴
い
委
託
料
な
ど
の
補
正
も
あ
り
得

る
の
か
。

建
設
課
長　
こ
の
後
、
実
際
に
工
事

に
向
け
て
再
積
算
を
し
た
中
で
予
算

不
足
と
な
る
場
合
は
、
補
正
で
対
応

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

中
川
議
員　

工
事
請
負
費
に
つ
い

て
、
母
子
里
地
区
基
礎
集
落
圏
車
庫

建
設
工
事
が
約
３
，
０
０
０
万
弱
の

予
算
計
上
と
な
っ
て
い
る
。
基
礎
集

落
圏
で
所
有
し
て
い
る
車
両
分
だ
け

の
車
庫
な
の
か
。

建
設
課
長　
基
礎
集
落
圏
で
保
有
し

て
い
る
機
械
の
１
台
分
の
車
庫
。

<

災
害
対
策
費>

中
川
議
員　
消
防
職
員
の
採
用
に
つ

い
て
、
近
年
、
募
集
定
員
に
満
た
な

い
応
募
状
況
の
よ
う
で
あ
る
が
、
今

後
の
対
策
等
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

総
務
課
長　
上
川
町
村
会
に
お
い
て

旭
川
で
の
説
明
会
、
ま
た
札
幌
で
の

試
験
の
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
し

職
員
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

<

学
校
管
理
費>

中
村
議
員　
各
小
中
高
の
ト
イ
レ
工

事
の
中
で
、
朱
鞠
内
小
学
校
は
改
修

し
な
い
の
か
。

教
育
次
長　
朱
鞠
内
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
既
に
洋
式
化
さ
れ
て
い
る
た

め
今
回
除
い
て
い
る
。

中
川
議
員

臨
時
事
務
補
の
関
係

で
、
実
際
の
勤
務
実
態
と
、
ど
の
様

な
方
が
担
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　
勤
務
時
間
は
朝
の
８
時

か
ら
夕
方
の
４
時
半
で
、
主
な
担
当

事
務
は
電
話
交
換
、
接
客
な
ど
の
業

務
内
容
で
雇
用
し
て
い
る
。

中
川
議
員　
賃
金
の
差
は
、
勤
務
の

経
験
年
数
の
差
と
し
て
考
え
て
良
い

か
。
ま
た
、
勤
務
経
験
年
数
は
ど
れ

ぐ
ら
い
な
の
か
。

教
育
次
長　
賃
金
に
つ
い
て
は
段
階

的
に
上
が
り
３
年
以
上
経
過
す
る
と

数
千
円
の
昇
給
と
な
る
賃
金
体
系
と

な
っ
て
い
る
。
小
学
校
だ
と
８
年
継

続
し
て
い
る
方
も
い
る
。
中
学
校
に

つ
い
て
も
継
続
で
、
毎
年
契
約
更
新

を
し
て
今
３
年
継
続
し
て
い
る
。

<

体
育
施
設
費>

春
名
議
員　
ほ
ろ
た
ち
ス
キ
ー
場
の

業
務
委
託
料
で
２
，
０
０
０
万
円
の

補
助
を
出
し
て
い
る
が
、
平
成
27
年

度
の
収
支
は
。

教
育
次
長　
昨
年
か
ら
２
，
０
０
０

万
円
に
な
っ
た
が
、
業
務
委
託
先
で

あ
る
ダ
ン
ケ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
サ
ン

タ
プ
レ
ン
ゼ
ン
ト
パ
ー
ク
な
ど
会
社

が
運
営
す
る
施
設
全
体
で
運
営
努
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
に
つ
い
て
は
、
直
接

ス
キ
ー
関
係
で
は
な
い
が
夏
場
の
宿

泊
が
あ
り
、
そ
の
分
で
若
干
の
黒
字

と
な
っ
て
い
る
。

消

防

費

教

育

費

2016.617
国設ほろたちスキー場



<
全
　体>

春
名
議
員　
総
予
算
額
37
億
円
の
財

源
と
し
て
起
債
が
約
５
億
円
。
基
金

の
取
り
崩
し
が
２
億
２
，
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
大
き
な

事
業
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

町
長　

病
院
の
再
編
と
い
う
こ
と

で
、
当
時
の
建
設
費
が
15
〜
16
億

円
。
そ
の
後
、
毎
年
１
億
円
の
赤
字

が
生
じ
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
た
。
行
革
計
画
で
は
、
今
後

交
付
税
が
先
細
り
す
る
推
計
で
あ
っ

た
が
、
10
年
来
ほ
ぼ
横
ば
い
の
結
果

と
な
り
自
主
財
源
が
確
保
で
き
て
い

る
。

　
そ
し
て
、
特
養
が
過
疎
債
と
い
う

ソ
フ
ト
で
借
り
入
れ
が
で
き
た
こ
と

に
よ
り
平
成
27
年
度
決
算
は
基
金
に

手
を
つ
け
ず
に
済
ん
だ
。

　
た
だ
し
、
学
校
の
環
境
改
善
な
ど

で
２
億
２
，
０
０
０
万
円
の
基
金
取

り
崩
し
は
あ
る
が
平
成
27
年
度
決
算

の
繰
越
金
が
５
，
０
０
０
万
円
見
込

め
る
た
め
平
成
28
年
度
の
基
金
取
り

崩
し
は
最
小
限
で
済
む
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

　

診
療
所
の
関
係
は
当
初
１
億
円

の
外
来
収
入
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

７
，
０
０
０
万
台
に
落
ち
込
ん
で
い

る
。
そ
の
状
況
の
中
で
朱
鞠
内
診
療

所
、
歯
科
診
療
所
含
め
て
か
な
り
の

補
填
額
が
必
要
で
あ
り
医
療
に
か
か

わ
る
町
費
の
持
ち
出
し
が
多
く
な

る
。

小
関
議
員　
ほ
ろ
み
ん
号
の
試
験
運

行
補
助
と
し
て
４
３
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
し
交

付
が
受
け
ら
れ
る
の
か
。

地
域
振
興
室
長　
４
３
０
万
円
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
の
地
域
づ
く
り
総

合
交
付
金
を
見
込
ん
だ
。

　

平
成
26
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

26
年
か
ら
28
年
ま
で
の
３
年
ま
で
と

い
う
決
め
が
あ
る
。

　
今
年
が
対
象
と
な
る
最
後
の
年
と

な
る
が
上
川
総
合
振
興
局
全
体
で
交

付
金
の
需
要
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
把

握
で
き
て
い
な
い
の
で
交
付
が
受
け

ら
れ
る
か
は
確
約
で
き
な
い
。

中
川
議
員　
短
期
人
間
ド
ッ
ク
と
特

定
健
診
委
託
料
の
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

受
け
る
健
診
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

住
民
課
主
幹　

特
定
検
診
委
託
料

は
、
血
液
検
査
や
心
電
図
検
査
な
ど

の
特
定
検
診
と
、
胃
・
子
宮
な
ど
の

が
ん
検
診
を
合
わ
せ
行
う
も
の
で
あ

り
、
特
定
検
診
分
に
つ
い
て
は
国
保

会
計
か
ら
支
出
さ
れ
、
が
ん
検
診
分

は
一
般
会
計
、
保
健
福
祉
課
所
管
予

算
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

中
川
議
員　
特
定
健
診
に
が
ん
検
診

が
セ
ッ
ト
さ
れ
る
と
、
今
ま
で
の
人

間
ド
ッ
ク
の
検
診
と
の
違
い
は
ど
う

な
の
か
。

住
民
課
主
幹　

胃
が
ん
検
診
で
は
、

バ
リ
ウ
ム
が
で
き
る
が
、
胃
カ
メ
ラ

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
エ
コ
ー
な
ど

何
項
目
か
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

中
川
議
員　
平
成
30
年
度
頃
か
ら
、

国
保
運
営
の
事
業
主
体
が
各
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
に
移
る
予
定
と
聞
い

て
い
る
が
、
基
本
的
な
仕
組
み
は
ど

う
な
る
の
か
。

一
般
会
計
　歳
入

幌
加
内
町

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

●議会事務局からのお願い●

　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する
必要がありますので、直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）
〒 074-0492
北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地
幌加内町議会事務局宛
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住
民
課
主
幹　
現
在
、
北
海
道
や
国

保
連
合
会
、
市
町
村
で
構
成
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
制
度
内
容
が

検
討
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
市

町
村
ま
で
は
、
ま
だ
、
情
報
が
お
り

て
き
て
い
な
い
。

春
名
議
員　
支
出
の
部
分
で
保
険
給

付
費
が
約
１
，
２
０
０
万
円
で
対
前

年
度
比
増
額
に
な
っ
て
い
る
。
収
入

は
繰
入
金
が
前
年
度
か
ら
見
て
約

２
，
０
０
０
万
円
、
健
康
保
険
税
も

約
２
８
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
も
約

８
０
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
額
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
前
期
高
齢
者
交
付
金

が
３
，
５
０
０
万
円
増
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば

よ
い
の
か
。

住
民
課
主
幹　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

保
険
給
付
費
、
前
期
高
齢
者
の
医
療

費
と
も
伸
び
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り

前
期
高
齢
者
交
付
金
が
伸
び
て
き
て

い
る
。
前
期
高
齢
者
交
付
金
が
伸
び

る
と
、
そ
れ
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
療
養
給
付
費
等
交
付
金
が
少
な

く
な
る
。
今
後
も
保
険
給
付
費
等
が

伸
び
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
前
期
高

齢
者
交
付
金
も
伸
び
て
い
く
。逆
に
、

保
険
給
付
費
が
下
が
る
と
前
期
高
齢

者
交
付
金
も
下
が
っ
て
い
く
の
で
、

状
況
に
よ
っ
て
は
基
金
の
繰
り
入
れ

が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

中
川
議
員　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
で
朱
鞠
内
の
「
ス
マ
イ
ル

ホ
ー
ム
え
ん
」と
新
し
く
で
き
る「
テ

ル
ケ
ア
」
と
で
人
数
的
に
何
人
見
て

い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
ス
マ
イ
ル
ホ
ー
ム

え
ん
の
人
数
は
11
名
。
新
た
に
で
き

る
地
域
密
着
型
特
養
は
29
名
分
で
見

て
い
る
。

春
名
議
員　
支
出
総
金
額
が
約
２
億

円
で
、
繰
入
金
が
３
，
４
０
０
万
円

と
あ
る
が
本
来
で
あ
れ
ば
保
険
料
に

は
ね
返
る
分
と
し
て
繰
入
金
と
ど
の

く
ら
い
な
の
か
。

　
ま
た
、
２
億
円
の
総
予
算
に
対
し

て
３
，
４
０
０
万
円
の
繰
入
金
と
い

う
の
は
ど
う
い
う
レ
ベ
ル
に
あ
る
の

か
。

保
健
福
祉
課
長　
第
６
期
の
介
護
保

険
計
画
の
中
で
月
額
４
，
５
０
０
万

円
を
定
め
た
。
そ
の
計
画
に
基
づ
い

て
事
業
を
実
施
し
て
き
た
な
か
で
の

３
，
４
０
０
万
円
の
繰
入
金
な
の
で

特
別
高
額
な
も
の
で
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

（
補
足
）保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
長

　
第
６
期
介
護
保
険
料
を
定
め
た
際

に
標
準
額
月
額
４
，
５
０
０
円
と
定

め
て
お
り
給
付
費
で
負
担
す
る
足
り

な
い
分
に
つ
い
て
こ
の
準
備
基
金
で

繰
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

中
川
議
員　
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費

に
つ
い
て
、
４
月
ス
タ
ー
ト
時
点
で

入
居
者
の
受
け
入
れ
は
実
際
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
時
期
的
に
は
５
月

ぐ
ら
い
か
ら
と
考
え
て
い
る
。
４
月

は
12
名
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
、
５
月

か
ら
随
時
募
集
を
か
け
て
、
早
い
時

期
に
予
算
計
上
し
た
29
名
に
持
っ
て

い
き
た
い
。

中
川
議
員　
地
域
密
着
型
特
養
の
場

合
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
入
居
者
を
募

る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
い
わ
ゆ
る

居
住
地
特
例
に
つ
い
て
こ
の
場
合
ど

う
な
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
地
域
密
着
型
特
養

な
の
で
、
住
所
地
は
幌
加
内
町
の
方

と
な
り
町
外
の
方
で
入
る
こ
と
は
な

い
。
た
だ
し
和
寒
町
、
剣
淵
町
、
士

別
市
に
関
し
て
は
協
定
を
結
ん
で
い

る
の
で
入
居
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
入
居
者
が
な
か
な
か
集
ま

ら
な
い
場
合
に
は
協
定
を
結
ん
で
い

る
市
町
の
方
の
入
居
と
い
う
可
能
性

は
あ
る
。

（
補
足
）保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
長

　こ
の
１
市
２
町
に
つ
い
て
は
住
所

地
特
例
の
扱
い
で
は
な
く
、
特
養
の

待
機
者
の
方
で
入
居
を
希
望
さ
れ
る

よ
う
な
方
が
い
た
場
合
に
は
テ
ル
ケ

ア
で
入
所
判
定
会
議
を
や
り
入
居
可

と
な
れ
ば
、
士
別
市
、
和
寒
町
、
剣

淵
町
の
保
険
料
負
担
で
入
所
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
事
前
協
定
を
結
ん
で

い
る
。

介
護
保
険特

別
会
計

2016.619
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第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
６
月
22
日（
水
）に
公
示

さ
れ
、
７
月
10
日（
日
）に
投
開
票
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
選
挙
権
年
齢
が
20
歳
以
上
か
ら
18
歳
以
上
へ
と
引
き
下
げ

ら
れ
て
か
ら
の
初
め
て
の
選
挙
と
な
り
ま
す
。

　
18
歳
以
上
の
方
は
政
治
に
参
加
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
放
棄
す
れ
ば
、
文
句
の
一
つ
も
言
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
一
人
ひ
と
り
の
力
が
日
本
の
政
治
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を

自
覚
し
、
主
体
的
に
政
治
に
関
わ
る
人
が
増
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（５月末現在）

世帯数 816世帯
（前月比＋1）

人　口 1,568人
（前月比＋1）

　　男 777人
　女 791人

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
５
月
４
日　
菅
原　
碧あ
お
斗と　
く
ん（
父
正
剛
）

　
５
月
2₄
日　
花
岡
千ち

暎え

美み　
ち
ゃ
ん（
父
恵
佑
）

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
社
会
福
祉
協
議
会
に
◆

　
５
月
1₇
日　
さ
っ
ぽ
ろ
幌
加
内
会　
様

（
創
立
50
周
年
を
祝
し
て
）

◆
一
般
寄
付
◆

　
６
月
１
日　
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

　
６
月
６
日　
空
知
ガ
ス
株
式
会
社

◆
一
般
寄
付
◆
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　
５
月
16
日　
村
瀬　
昇
也　
様
（
兵
庫
県
）

　
５
月
16
日　
鈴
木　
久
朗　
様
（
東
京
都
）

　
５
月
20
日　
奥
田　
　
稔　
様
（
東
京
都
）

　
５
月
20
日　
服
部　
芳
伸　
様
（
東
京
都
）

　
５
月
23
日　
吉
岡　
邦
浩　
様
（
岩
手
県
）

　
５
月
25
日　
篠
塚　
憲
男　
様
（
神
奈
川
県
）

　
５
月
25
日　
清
水　
　
祟　
様
（
札
幌
市
）

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

ひ
と
の
う
ご
き

今月の表紙 ほろかない湖公園開き！
　6月5日㈰、前日
の大雨が嘘のように
晴れ渡り、晴天の中、
ほろかない湖公園に
て公園開きが開催さ
れました。お昼には
地元有志による手打
ちそばのサービス、
もちまきや焼肉パーティー、モーターボートで湖の回りを
遊覧するなど、会場は大いに盛り上がっていました。

広報ほろかない６月号
2016 JUNE № 726

厳寒清流さらし蕎麦
販売期間　６月12日㈰～６月26日㈰

　幌加内特産「ほろみのり」を使用し、三月の厳寒の清流に２週間晒し、江戸時代に献上蕎麦としてあみ
出された「寒ざらし」という保存法を厳寒の地幌加内に合うように再現しています。
　そば生産量日本一を誇る「幌加内そば」に、付加価値をつける試みの一環で、生産者と蕎営研３店の９
年目となる連携事業です。
　今年は更に献上蕎麦に近づけるべく、製粉を工夫し、より更科系で提供致します。灰汁が抜け、甘味の
増した味わいを是非ご堪能頂き幌加内そばの良さを知ってください。
※各店１日 20 食限定　そば豆腐付き

取扱店　あじよし食堂・霧立亭・八右ヱ門

幌
加
内

厳寒清流さらし蕎麦

2016 厳寒清流さらし蕎麦
「厳寒清流さらし蕎麦」を御注文に限り有効です。
販売期間：平成28年６月12日㈰～６月26日㈰迄

100円引き／１名

売
切
御
免

１組１回限り有効、他券併用は出来ません。

広報 ほろかない（　　日　　名）
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